
0 

 

 

 

 

 

 

❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊ 

平 成 ２ ９ 年  第５回 臨時会 

上富良野町議会会議録 

❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊❊ 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年１０月２７日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上富良野町議会 

 

 

 



 

 

目        次 

 

 第１号（１０月２７日）  

 

〇議 事 日 程  ……………………………………………………………………………… １ 

〇出 席 議 員  ……………………………………………………………………………… １ 

〇欠 席 議 員  ……………………………………………………………………………… １ 

〇遅 参 議 員  ……………………………………………………………………………… １ 

〇早 退 議 員  ……………………………………………………………………………… １ 

〇地方自治法第１２１条による説明員の職氏名  …………………………………………… １ 

〇議会事務局出席職員  ………………………………………………………………………… １ 

〇開 会 宣 告  ……………………………………………………………………………… ２ 

〇開 議 宣 告  ……………………………………………………………………………… ２ 

〇議会運営等諸般の報告  ……………………………………………………………………… ２ 

〇日程第１ 会議録署名議員の指名について ……………………………………………… ２ 

〇日程第２ 会期の決定について …………………………………………………………… ２ 

〇日程第３ 議案第１号 専決処分の承認について(平成 29年度上富良野町一般会計 

補正予算(第 5号)) …………………………………………… 

 

２ 

〇日程第４ 議案第２号 平成29年度上富良野町一般会計補正予算(第6号) ………… ３ 

〇日程第５ 議案第３号 副町長の選任について ………………………………………… ８ 

〇閉 会 宣 告 ………………………………………………………………………………… ８ 



 

 

 

平成２９年第５回上富良野町議会臨時会付議事件一覧表 

 

議案 

番号 
件               名 議決月日 結  果 

１ 
専決処分の承認を求めることについて（平成 29年度上富良野町

一般会計補正予算(第 5号)） 
10月 27日 承認可決 

２ 平成 29年度上富良野町一般会計補正予算(第 6号) 10月 27日 原案可決 

３ 副町長の選任について 10月 27日 同意可決 

 

 



1 

 

〇議事日程（第１号） 

第 １  会議録署名議員の指名について 

第 ２  会期の決定について   １０月２７日 １日間 

第 ３  議案第１号 専決処分の承認を求めることについて（平成 29 年度上富良野町一般会計補正予

算(第 5号)） 

第 ４  議案第２号 平成 29年度上富良野町一般会計補正予算(第 6号) 

第 ５  議案第３号 副町長の選任について 

 

 

〇出席議員（１３名） 

１番  中 澤 良 隆 君        ２番  岡 本 康 裕 君 

３番  佐 川 典 子 君        ４番  長谷川 徳 行 君 

５番  今 村 辰 義 君        ７番  北 條 隆 男 君 

８番  竹 山 正 一 君        ９番  荒 生 博 一 君 

１０番  髙 松 克 年 君       １１番  米 沢 義 英 君 

１２番  中 瀬   実 君       １３番  村 上 和 子 君 

１４番  西 村 昭 教 君      

 

〇欠席議員（１名）  ６番  金 子 益 三 君 

〇遅参議員（０名） 

〇早退議員（０名） 

 

〇地方自治法第１２１条による説明員の職氏名 

  町       長  向 山 富 夫 君      教   育   長  服 部 久 和 君 

  会 計 管 理 者   藤 田 敏 明 君      総 務 課 長  宮 下 正 美 君 

  企画商工観光課長  石 田 昭 彦 君      町 民 生 活 課 長  鈴 木 真 弓 君 

  保 健 福 祉 課 長  北 川 徳 幸 君      建 設 水 道 課 長  佐 藤   清 君 

  農業委員会事務局長  北 越 克 彦 君      教 育 振 興 課 長  北 川 和 宏 君 

  ラベンダーハイツ所長  大 石 輝 男 君      町立病院事務長  山 川   護 君 

 

 

〇議会事務局出席職員 

  局 長  林   敬 永 君      次 長  岩 﨑 昌 治 君 

  主 事  大 井 千 晶 君 

 



 

2 

 

午後１時３０分 開会 

（出席議員 １３名） 

 

 

◎開会宣告・開議宣告 

○議長（西村昭教君） 御出席まことに御苦労に存じま

す。ただいまの出席議員は１３名です。これより平成 

２９年第５回上富良野町議会臨時会を開会いたします。 

 直ちに、本日の会議を開きます。本日の議事日程は、

あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

 

 

◎議会運営等諸般の報告 

○議長（西村昭教君） 日程に入るに先立ち、諸般の報

告をいたさせます。 

 事務局長。 

○事務局長（林 敬永君） 御報告申し上げます。 

 本臨時会は１０月２４日に告示され、同日議案等の配

付を行い、その内容はお手元に配布の議事日程のとおり

でございます。また、本臨時会に提出の案件は、町長か

ら提出の３件でございます。最後に、本臨時会の議案説

明のため、町長以下関係者の出席を求め、別紙配付のと

おり出席してございますが、農業振興課長につきまして

は公務出張のため欠席してございます。以上であります。 

○議長（西村昭教君） 以上をもって議会運営等諸般の

報告を終わります。 

 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名について 

○議長（西村昭教君） 日程第１ 会議録署名議員の指

名についてを行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定により、

議長において、 

  ９番 荒 生 博 一 君 

 １０番 髙 松 克 年 君 

を指名いたします。 

 

 

◎日程第２ 会期の決定について 

○議長（西村昭教君） 日程第２ 会期の決定について

を議題といたします。 

 お諮りいたします。本臨時会の会期は、本日１日間と

いたしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。よって、

会期は、本日１日間と決しました。 

 

 

◎日程第３ 議案第１号 

○議長（西村昭教君） 日程第３ 議案第１号 専決処

分の承認を求めることについて（平成２９年度上富良野

町一般会計補正予算(第５号)）を議題といたします。提

出者から提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（宮下正美君） ただ今上程いただきました

議案第１号、専決処分の承認を求めることについて（平

成２９年度上富良野町一般会計補正予算(第５号)）につ

きまして、専決処分した要旨について御説明申し上げま

す。 

 本件は９月２８日に衆議院が解散され、第４８回衆議

院議員総選挙が１０月１０日公示、１０月２２日に執行

されることとなったことから、第４８回衆議院議員総選

挙の執行及び合わせて実施される第２４回最高裁判所

裁判官国民審査を実施するため、所要の経費について９

月２８日付けで専決処分を行ったところであります。そ

のようなことから、地方自治法の規定により、予算の内

容を議会に報告するとともに、承認を賜わりたく本議案

を上程するものであります。 

 それでは、以下議案の説明につきましては、議決項目

の部分についてのみ説明をし、予算の事項別明細書につ

きましては省略をさせていただきますので、御了承願い

ます。 

 議案第１号を御覧ください。 

 議案第１号、専決処分の承認を求めることについて。 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、下記事項

について別紙のとおり専決処分したので、同条第３項の

規定により報告し、議会の承認を求める。 

 記。 

 処分事項、平成２９年度上富良野町一般会計補正予算

(第５号)。 

 裏面を御覧ください。 

 専決処分書。 

 平成２９年度上富良野町一般会計補正予算(第５号)

を地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙のと

おり専決処分する。 

 平成２９年９月２８日。 

 上富良野町長 向山富夫。 

 平成２９年度上富良野町一般会計補正予算(第５号)。 

 平成２９年度上富良野町の一般会計の補正予算(第５

号)は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 
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６００万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出そ

れぞれ６５億７,２９３万４千円とする。 

 ２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は「第

１表 歳入歳出予算補正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と補正額のみ申

し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳入。 

 １４款、国庫支出金、６００万円。 

 歳入合計、６００万円。 

 ２、歳出。 

 ２款、総務費、５３５万円。 

 １１款、給与費、６５万円。 

 歳出合計、６００万円。 

 以上で、議案第１号、専決処分の承認を求めることに

ついて（平成２９年度上富良野町一般会計補正予算(第

５号)）の説明といたします。御審議いただき御承認く

ださいますようお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の説明

を終わります。これより議案第１号の質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いたしま

す。討論を省略し、これより議案第１号を採決いたしま

す。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ありません

か。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。よって

本件は、原案のとおり可決されました。 

 

 

◎日程第４ 議案第２号 

○議長（西村昭教君） 日程第４ 議案第２号 平成 

２９年度上富良野町一般会計補正予算(第６号)を議題

といたします。提出者から提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（宮下正美君） ただいま上程いただきまし

た議案第２号、平成２９年度上富良野町一般会計補正予

算（第６号）につきまして提案の要旨を御説明申し上げ

ます。 

 １点目は、商工会が実施するプレミアム付商品券発行

事業に対する助成措置を講ずるため所要額の補正をお

願いするものであります。 

 ２点目は、上富良野中学校吹奏楽部が予選審査会を経

て１１月に東京都で開催される第２３回日本管楽合奏

コンテスト全国大会中学校Ａ部門に出場することとな

ったことから、大会出場に係る所要額の補正をお願いす

るものであります。以上、申し上げた内容を要素として

必要な財源を予備費から充当することで補正予算を調

整したところであります。 

 それでは、以下議案の説明につきましては、議決項目

の部分についてのみ説明をし、予算の事項別明細書につ

きましては省略をさせていただきますので、御了承願い

ます。 

 議案第２号を御覧ください。 

 議案第２号、平成２９年度上富良野町一般会計補正予

算(第６号)。 

 平成２９年度上富良野町の一般会計の補正予算(第６

号)は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該

区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は

「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と補正額のみ申

し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳出。 

 ７款、商工費、１,４００万円。 

 ９款、教育費、１７６万６千円。 

 １３款、予備費、１,５７６万６千円の減。 

 歳出合計、０円。 

 以上で、議案第２号、平成２９年度上富良野町一般会

計補正予算(第６号)の説明といたします。 

 御審議いただき議決くださいますようお願い申し上

げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の説明

を終わります。これより議案第２号の質疑に入ります。 

 ７番、北條隆男君。 

○７番（北條隆男君） この補足説明の中で、プレミア

ム商品券のことなのですけれども、内容の(６)の②。障

害者・高齢者・子育て世帯とありますが、これは福祉事

業も入っているのですか。 

○議長（西村昭教君） 企画商工観光課長。 

○企画商工観光課長（石田昭彦君） ７番、北條議員の

御質問にお答えいたします。 

 福祉事業として行うものではございませんが、商工事

業の発展を目的としている事業でありますけれども、購

入の時に、より高齢者や障害者、子育て世帯に配慮した

形で、その購入の時の優先順位を定めた中でこのような
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形で事業をしたいというのが商工会の方からの要望で

ございましたので、そのことにつきましては町において

も十分その考え方が合致できるものかなということで、

このような形で、本年度も配慮した形での事前の予約制

をとっていきたいと考えているところでございます。 

○議長（西村昭教君） ７番、北條隆男君。 

○７番（北條隆男君） そうであれば、優先順位の抽選、

ありますよね。これを、関係ないのであれば、全員にあ

たるように、何か方法はないのですか。 

○議長（西村昭教君） 企画商工観光課長、答弁。 

○企画商工観光課長（石田昭彦君） 一応７,０００万

円という事業規模で実施をするということであります

ので、購入の希望の方すべてにもし対応するとなれば、

上限を設定しない形での、そういう事業が求められるの

かなと思いますが、そうなりますと際限がなくなります

ので、一定程度、枠の範囲の中で事業を実施するという、

そういう考え方でございます。 

○議長（西村昭教君） ７番、北條隆男君。 

○７番（北條隆男君） そうであれば、５セットをやめ

て４セットとか、３セットは無理なのですか。そういう

方法でやれば、希望者全員には行きわたるような考えに

ならないのかなと、ちょっと質問したいのですけれども。 

○議長（西村昭教君） 企画商工観光課長、答弁。 

○企画商工観光課長（石田昭彦君） それは制度の仕組

みの作り方だと思います。お一人様１セット限りですよ

ということであれれば７,０００人の方が購入できるよ

うになりますし。概ね、昨年度の実施状況の中でも、昨

年度はちょうど６,０００セットという形で事業を行っ

て、今回１,０００セット増やしておりますけれども、

現実、昨年度は６,０００セットを超える申し込みがあ

ったというようなこともありましたので、商工会でも商

工振興と合わせて、そういうニーズもあったことから、

今回７,０００セットでの要望という形で、概ね町とし

ても考え方は理解できるのかなということで、そのよう

な形にしております。御質問にありました、お一人様が

購入できるボリュームと言いますか、お一人３セットま

でですよ、５セットまでですよというようなものも、基

本的にはこれまでの考え方を踏襲して５セットという

ものを一つの上限にしています。それ以上、購入できる

ような自治体はありますけれども、そうなると逆に高額

の所得の方が有利に働くような仕組みにもなりますの

で、そういうことも配慮した形で５セットを上限という

のが一つの考え方となっておりまして、これにつきまし

ても昨年度と考え方は同じような形で事業を実施した

いというものでございます。 

○議長（西村昭教君） ７番、北條隆男君。 

○７番（北條隆男君） ちょっと質問が変わるのですけ

れども、（10）の営業努力の中で、独自のサービスとあ

るのですけれども、ここに力を入れるのであれば、（9）

換金手数料は町でみてやると言うのは、できないのです

か。そこをちょっと教えてください。 

○議長（西村昭教君） 企画商工観光課長、答弁。 

○企画商工観光課長（石田昭彦君） 換金手数料ですけ

れども、商工会員の方は換金手数料１％、非会員の方が

２％ということで、基本的には７,０００セット、それ

からそのプレミアム分については２０％をプレミアム

分にしたいということで、プレミアム分の１,４００万

円を町の方で応援する形で事業を組んでございます。こ

の事業を実施するにあたっての、いろいろとチラシを作

ったり、ＰＲするためのそういった事務費がかかります。

そういった事務費の部分は商工会、それから商工会員の

方たち、この事業に参画するお店の方たちが自らの形で

こういう事業を組み立てたいという要望でもございま

すし、当然、そうあるべきであろうというふうに町も考

えておりますので、プレミアムに係る部分については町

がしっかりと応援した中で、事務費等に係る経費は商工

会、商工会員自らが御負担いただくような形で制度を運

用しているものでございます。 

○議長（西村昭教君） （北條議員）すみません、質問

は３回以内でございますので。 

 他にございませんか。 

 １３番、村上和子君。 

○１３番（村上和子君） 昨年と違いまして２０２万円

くらい上積みになっているのでございますけれども、こ

れは枚数が増やされたか発行が増やされたかであると

は思うのですけれども、これは商店、ひいては地域の振

興化、活性化につながってくるというのはわかるのです

けれども、果たして昨年の効果、効果って見えにくいの

ですけれども、町としてはどのような昨年、効果が表れ

たのか、承知してらっしゃるのか、ちょっとお尋ねした

いと思います。ちょっと教えていただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 企画商工観光課長、答弁。 

○企画商工観光課長（石田昭彦君） この事業は基本的

に商工事業の力を、商工業の基盤をしっかりと立て直す

と言いますか、そういった意味でこういう臨時的な事業

として町もしっかり応援していこうというもので行っ

ているものであります。昨年度、これまでの事業におい

ても、一定程度、この期間中の、特に小売業、それから

サービス業の皆さんが多い訳でありますけれども、こう

いうところで、こういったプレミアム事業をやっている

以前と、それから、やってからの、このちょうど使える

期間が概ね４か月間くらいの期間が利用できる期間に
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なりますけれども、売り上げにおいては１０％を超える

ような、そういう売り上げにつながっているというよう

なことはデータで示されておりまして、一定程度その売

り上げ効果にもしっかりつながっているのかなという

ふうに理解しているところでございます。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。ほかに。 

 １２番、中瀬 実君。 

○１２番（中瀬 実君） また、プレミアム商品券の関

係ですけれども。今、同僚議員からも質問がありました

けれども、限度額が５組ということなのですが、昨年も

５組だったと思いますけれども、この５組の中で、いわ

ゆる優先順位が決められていますけれども、こういった

人たちの優先順位が決めているということは、例えば障

害者とか子育て世帯、そういった世帯は５組で良いかも

しれないのですが、例えば一般の方については３組とか、

そういったことも、この仕組みを変える考えはないのか

どうかという部分は、どうなのでしょうかね。 

○議長（西村昭教君） 企画商工観光課長、答弁。 

○企画商工観光課長（石田昭彦君） 今、私どもは、お

一人様の購入できる範囲を５セットということで、商工

会からいただいた提案内容を良として、お示しをしてご

ざいますので、今、この場でその仕組みを大きく変える

というようなことというのは私どもの方では今、考えは

ございませんけれども、そのような御意見が多くあれば、

これは特に臨時的な事業ですから次年度以降どうなる

かということはまた別問題ですけれども、次回以降も、

もし、そういった仕組み等がある場合には、そういった

御意見も参考にしながら新しい仕組みを考えていかな

ければならないなというふうに思っておりますが、今回

提案している内容の中では、こういう範疇で是非、お認

めいただければと思っているところでございます。 

○議長（西村昭教君） １２番、中瀬 実君。 

○１２番（中瀬 実君） 来年度に向けての検討課題と

いうような話を今、聞きましたけれども、いわゆる昨年

の、購入者のいわゆる購入割合、すべての人が５セット

を購入している訳ではないと思いますよね。例えば、５

セット、３セット、２セットとかいろいろあると思いま

すが、そういった購入者の意向というのは、わかればで

結構なのですけれども、わかりますか。 

○議長（西村昭教君） 企画商工観光課長、答弁。 

○企画商工観光課長（石田昭彦君） 申し訳ございませ

ん。今、中瀬議員の方から御質問のあった、その詳細に

つきましては私どもでデータを持ち合わせておりませ

んので、申し訳ございません、お答えできませんが、一

般の方につきましては、結構、５セットを購入される方

が半数以上の方がおられたというような、そんなことは、

私、ちょっと耳にしたことはありますけれども、どれく

らいの割合、１セット購入された方、３セット購入され

た方それぞれいると思いますけれども、そちらの詳細な

データは商工会から、ちょっと私どもいただいておりま

せんでしたので、議会が終わってからで良ければ、そう

いったデータを商工会の方からお聞きして情報提供す

ることは可能かなというふうに思います。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。ほかにござい

ませんか。 

 １１番、米沢義英君。 

○１１番（米沢義英君） まず、お伺いしたいのは、消

費喚起ということで非常によろしいかというふうに思

いますが、昨年も営業力強化の取り組みということで、

ほぼ変わらないような中身かなというふうに思ってお

りますが、昨年、営業力強化の中で特筆すべき販売に結

び付けるための企画等があったかというふうに思いま

すが、そういったものが実態等掌握されているのかどう

なのか、あわせて今年度においても、もう既にそういっ

た具体的な取り組みというのは商工会等と、あるいは個

店等とを結びつけながら、実態としてされているかとい

うふうに思いますが、状況等がおわかりであればお伺い

しておきたいと、まず１点目にお伺いしておきます。２

つ目には、最近は非常に商工会員も減る傾向にある状況

がと見受けられるという話であります。そこで商工会員

と現行で、非商工会員の、対象となるというのはどれく

らい、何件くらいあるのか、この点。商工会員について

は５年前から比べてだいぶん減っていると思うのです

が、わかればお伺いしておきたいというふうに思ってお

ります。いずれにしても、一方で聞かれるのは同僚議員

もお話しておりましたが、年末の関わりなく消費を喚起

するというのであれば、平時でもこういった対応ができ

る要素もあるのではないか。ただ、これは商工会からの

提案でありますから、そういった取り組み等も商工会の

独自の取り組みとして平時でもこういった対応ができ

れば、またそれは年末でなくても良いのではないかとい

うふうに思いますが、そういった商工会との具体的な取

り組み、提案が無かったのかどうか、あわせてお伺いし

ておきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 企画商工観光課長、答弁。 

○企画商工観光課長（石田昭彦君） 米沢議員の御質問

にお答えします。このプレミアム事業と連動した形で独

自のサービス等が図られている個店の状況でございま

すけれども、昨年度も皆さんもお目にしていると思いま

すが、この事業に合わせてプレミアム、特・得商品券を

利用していただく、私のお店で購入していただいた方に

はこういうサービスを別に付けますというような事業
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を行っている、そういった個店も結構、たくさん多くご

ざいました。町の方もですね、そういうような各個店の

皆さんの努力も一緒に併せて、この事業がより大きな効

果がもたらせることが重要でしょうから、そういうこと

もしっかりと商工会の方でも指導もしっかりしていた

だきたいというようなことも、要望の時には申し添えを

させていただきました。当然、そのようなことから今年

もこのプレミアム商品券と連動した個店の事業もいろ

いろと、新聞の折り込みや何かでも出てくると思います

けれども、そういうふうに各個店の皆さんも頑張ってい

ただけるものというふうに思ってございますし、あと、

年末のキャンペーンで、ほほえみスタンプ会の皆さんた

ちと連動した中で、スタンプラリーの抽選券のような事

業もまた今年度、商工会の方では企画していただけると

思いますので、このプレミアム商品券が７,０００セッ

トがほかのいろいろな個店の皆さんや商工会一丸とな

った連動した事業の中で、より大きな効果が発揮できる

ように進めていただけることがありがたいのかなとい

うふうに思っております。 

 あと、会員数でありますが、今現在、商工会員の皆さ

んはたぶん２３０数事業所というふうに理解しており

ますけれども、昨年度、この事業をやった時には会員の

皆さんは２３４、それから非会員の方、商工会に入って

おられない方でこの事業に賛同いただいた方が７事業

者ということで、２５０事業者がこのプレミアム商品券

を御利用いただけるような事業でございました。５年前

の商工会員の数というのはちょっと私、正確に覚えてお

りませんが、たぶん２８０を超えているような、そうい

うことではなかったのではないかなと記憶していると

ころであります。以上です。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。ほかにござい

ませんか。 

 １０番、髙松克年君。 

○１０番（髙松克年君） これについて、商工業者の方々

とか、努力は認められるのですけれども、少しお伺いし

たいのは、分析というか、効果を上げているかどうかの

分析が十分になされていないというのがちょっと残念

なのかな。今の同僚議員との答弁などを聞いていて思う

ところなのですけれども、今後、このまま形として、今

までもそうですけれども、５回くらいやられているとい

う話ですけれども、そういう中での効果は、やっぱり、

現実の問題として町民の間で認められていく、商工業者

の中で認められていくような方向があれば、という思い

があります。そのことについて、どういうふうに思って

おられますか。 

○議長（西村昭教君） 企画商工観光課長、答弁。 

○企画商工観光課長（石田昭彦君） 髙松議員の御質問

にお答えいたします。この事業自体は極めて臨時的な事

業というふうに町も受け止めております。本来、恒常的

な事業としては、商工事業の足腰をしっかりと支えてい

くために、町においてもこれまでは新規開業の支援事業

であったり、昨年度からは持続化の事業であったり、こ

ういった形で商工業者がしっかりと足腰の強い体質に

強化していただくための、そういう事業の制度化を図っ

ているところであります。あくまでも、このプレミアム

商品券の発行事業というは、その状況状況に応じて下支

えをしなければならないような、そういうような状況に

ある時に、カンフル剤的な事業として取り組みをさせて

いただいている事業でありますけれども、当然、一定程

度、消費の落ち込みや消費の流出等が顕著な状況にもあ

るのは事実ですけれども、特に円高傾向にあり、売り上

げの原価等についても、かなり上がってきている中で、

売り上げ単価を大きく上げていくような、そういうよう

なこともなかなか難しい状況の中にあって、こういった

事業を進める中で、一定程度の売り上げの増はあります

けれども、収益自体が逆に伸びていない。というか、逆

にマイナス傾向にあるというようなことも、商工会から

データを求めて、そういった状況についても私どもの方

でも確認をさせていただきました。そんな中で、少しで

もこういう期間を通じて、売り上げの町外流出を少しで

も食い止めて、町内での消費の喚起が高まるような、そ

ういう事業の一つとして、これらの事業をぜひ、お認め

いただきたいなというふうに考えているところでござ

います。 

○議長（西村昭教君） １０番、髙松克年君。 

○１０番（髙松克年君） 今、この趣旨の中にもあるの

ですけれども、円高の影響下による仕入原価の上昇、石

油関連製品の高騰による売上原価の増高、となっていま

すけれども、今、課長が言われるように。現状の中でこ

の為替の相場ですけれども、この円高というところが、

それに結びついているかどうか。円が高い状況にあるか

どうかというのをどういうふうに考えているかどうか

をお伺いしておきたいのと、現況下では円相場が高いと

いうことにはなっていないと思うのですよ。この町での

産業構造として、消費産業は、小売店と言えども仕入れ

をしていくところには円高が直接的に響いてくるよう

な、例えば輸入輸出に関わるような業種があってであれ

ばこういう話も考えられるのかと思うのですけれども、

今の状況下であれば、円高が消費者にとっては、輸入の

産物に対して、例えばここで言われる石油関連の製品な

んかに対しては、働くのは、円が高ければ、円高である

ということは輸入製品が安く入るという意味合いから
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すれば、円高のことによっての仕入れ単価が高くなって

いるというようなことにはなっていないのではないか

と。かえって円安になってからの状況下の方が、厳しい

状況になるのではないかと思ったりするのですけれど

も。それについて、解り易くちょっと説明をお願いした

いと思うのですけれども。 

○議長（西村昭教君） 企画商工観光課長、答弁。 

○企画商工観光課長（石田昭彦君） 髙松議員の御質問

にお答えします。議員御承知のように町の事業者におい

ては直接貿易に関わっているような事業というふうな

形でというものは極めて少ないことというふうに理解

しております。特に商工会の会員の事業者等においては、

小売業、サービス業等が中心になってございますので、

直接、輸入や輸出に関わっているという方はいらっしゃ

らないのかなというふうに思いますけれども、経済は動

いておりますので、巡り巡ってそれぞれの中で、いろい

ろと売上原価が、当然、円高になれば直接、外国の製品

を買う時には安い値段で我々、手に入ること、海外旅行

も安く行けますということになりますけれども、経済は

輸入と輸出双方で成り立っておりますので、当然、円高

は輸出産業の方には厳しく、輸入産業の方は安く外国の

商品が入るということになると思いますけれども、経済

全体で見た時に円高は決して日本にとって有益なこと

なのかというようなことはいろいろあるのかなという

ふうに思います。専門家ではありませんので、なかなか

議員の御質問にストレートにお答えすることはできま

せんけれども、そのような中で売り上げ原価等がたいへ

ん高騰に上がってきているというようなことで、消費者

においても、特に今年の秋にもまた、いろいろな商品の

値上げ等がありましたように、かなりそれぞれの小売り

商品の売り上げ原価がかなり上がってきて、消費者にも

直接、影響を与えているような、そういう状況にまた、

なってきているのかなということを考えますと、なかな

か商工会の皆さんの中にあっても、いろいろな取り組み

をした中で売り上げは少しずつ、何とか努力の中で伸ば

しても、収益自体が伸びてこないというようなことは、

一定程度、理解できるのかなというふうに理解をしてお

ります。 

○議長（西村昭教君） １０番、髙松克年君。 

○１０番（髙松克年君） 今の状況の中で言えば、輸入

製品が安く入ってきて、国内を回るということであれば、

円高の方が良いということは事実なのですけれども、状

況下ではそうではないということからしても、厳しさは

円の相場よりも地域の経済のあり方というか、方向性と

いうのはそれらと連動するものではないというふうに

思います。 

 それでですね、次に、何と言っても町内での購買力に

結び付けていくということが必要だということであれ

ば、もうひと工夫もふた工夫もした方が良いのではない

かと。緊急対策と言いながらも年末に行うことが、果た

して、それで有効な町内での金回りというか、が良くな

ることなのかどうか。昔からやっぱり１２月というと一

つの区切りということもありますけれども、商売をして

いてでも、たぶん一年の計、締めということになれば、

入ってくる部分は良いかもしれないけれども、出ていく、

その業者さんが使う部分では、言ってはあれですけれど

もロスというか、そこで停滞していたら金が動かないと

いうことになりますから、そういうことからすると、果

たして、これが年末というのが一番良いのかどうか、そ

れも十分に考慮する必要があるのではないかというふ

うに思うのですけれども、その辺はどうですか。 

○議長（西村昭教君） 企画商工観光課長、答弁。 

○企画商工観光課長（石田昭彦君） 髙松議員の御質問

にお答えをいたします。こういう事業をやる時期がどう

いう時期がベストなのかということは、それぞれ考え方

があるのかなというふうに思いますけれども、特にどう

しても年末年始というものは、消費者の方もいろいろと

買い物がある、そういった時期にもなっておりますので、

そういう時に買い物が町外に流出しないような、町内で

なるべく買い物をしていただくような、そういうものに

結び付けていくために、こういった事業を年末から年始、

それから春先の、今回も３月いっぱいまでというような

予定でありますけれども、そういった春先までの時期と

いうことを、一つベターな期間なのかなということで、

制度化をしているところであります。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いたしま

す。討論を省略し、これより議案第２号を採決いたしま

す。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ありません

か。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。よって

本件は、原案のとおり可決されました。 

 暫時休憩といたします。 

 再開は午後３時といたします。 

 

 

   午後２時０６分 休憩 

   午後３時００分 再開 
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◎日程第５ 議案第３号 

○議長（西村昭教君） 休憩前に引き続き、会議を再開

いたします。 

 日程第５ 議案第３号 副町長の選任についてを議

題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 町長、向山富夫君。 

○町長（向山富夫君） ただ今、上程いただきました議

案第３号、副町長の選任につきまして、提案の理由を御

説明させていただきます。 

 副町長の選任につきまして、現在、企画商工観光課長

として活躍をいただいております石田昭彦君を選任い

たしたく、御提案申し上げるものであります。 

 石田君につきましては昭和６０年、上富良野町役場に

奉職以来、３２年間にわたり各分野において豊富な行政

経験と知見を積まれ、さらに優れた人格識見を有してお

りますことから、社会構造が大きく変化する中で、時代

に対応した的確な行政運営を図り、これまで私が進めて

まいりました安心安全で誰もが幸せを実感できるまち

づくりをさらに推進するため、石田昭彦君には副町長と

して一層の活躍を期待するところであり、この度、御提

案させていただくところでございます。 

 石田君の経歴等につきましては、別添配布をさせてい

ただいておりますので、御高覧賜わり参考としていただ

ければと存じます。 

 以下、議案の朗読をもって御提案させていただきます。 

 議案第３号、副町長の選任について。 

 上富良野町副町長に次の者を選任したいので、地方自

治法第１６２条の規定により、議会の同意を求める。 

 記。 

 住所、上富良野町■■■■■■■■■■。 

 氏名、石田昭彦。■■■■■■■■■■生まれ。 

 以上で、ございます。御審議を賜わりまして御同意賜

わりますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって提案理由の説明を

終わります。 

 質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いたしま

す。本件は先例によりまして質疑、討論を省略し、直ち

に採決をしたいと思います。これに御異議ございません

か。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。直ちに

起立採決により採決をいたします。 

 ただ今、議題となっております副町長の選任について、

これに同意する方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（西村昭教君） 全員起立であります。起立多数

であります。本件は、原案のとおり認められました。 

 

 

◎閉会宣告 

○議長（西村昭教君） 以上をもって、本臨時会に付議

された案件の審議は全部終了いたしました。これにて、

平成２９年第５回上富良野町議会臨時会を閉会といた

します。 

 

午後３時０５分 閉会 
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